
                        令 和 ３年 １１月３０日（火） 
                        神埼市立仁比山小学校 第３２号 

                                  （文責） 校長 田﨑 幸子 

学校目標 ふるさとを愛し、共に学び、心豊かにたくましく生きる「仁比山っ子」の育成 

にこにこ笑顔であいさつ いっしょうけんめい無言で掃除をする やさしさいっぱいなかよくする子 

まじめにこつこつ勉強する子 ○っ  こころと体をきたえ 進んで運動する子 

 

１１月１５日（月）、５年生の大豆収穫をし

ました。この大豆は、７月に種をまいたもので

す。 

これからは、「大豆について調べたことを発表したり、

みそなどの加工品を作るまでを学習したりします。（み

そづくりは、新型コロナ感染拡大の状況をみて判断します） 

畑を貸していただくだけでな

く収穫できるまで育てていただ

いた中原様、収穫の手助けをしていただいた清瀬様、宮島

様、仁比山駐在所の佐々木様、に感謝いたします。ありがと

うございました。 

 

１１月１７日（水）、中学校の先生に「出前授業」を

していただきました。 

今年度は「数学」の授業でした。「地球の表面から１ｍ

の高さに引っ張った世界一周の電線の長さは、地球一周

の長さよりどのくらい長い？」という問題や√（ルー

ト）、相似な図形をピザの図を使って考える等、興味関心をひく授業だったようです。

先日の新入生説明会に続き、６年生にとって、中学校への期待と楽しみが増したようです。 

 

１１月１６日（火）、市役所税務課から向井様、千北様を講師にお迎えして「租税教

室」を行いました（６年）。子どもたちはお菓子や文房具など、「消費税」を払ってい

ます。それらの税金がどのように使われているのか、また税金がなくなったらどのよ

うな社会になるのか、DVD の視聴や講話を通して学ぶことができました。授業後の感想をみると、「税金がなくな

ったら、事件・事故がたくさん起こり危険なことが多くなる」や「介護などできなくなり大変」など、よりよい

社会づくりについても目を向けていました。 

１１月２５日（木）、児童集会でした。体育委員会、環境ボランティア委員会の活

動報告でした。全校児童の前で、堂々とした態度でしっかり伝えることができてい

ました。環境ボランティア委員会から、「ペットボトルキャップ」収集のお知らせも

ありました。「キャップ１キログラム＝４００個＝１０円。２０円で子ども１人分の

ワクチンを購入することができる」ということです。袋いっぱいに持ってきていただ

く保護者、児童に持たせていただく保護者の皆様のご協力に感謝いたします。ありが

とうございます。 


